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■
山
の
事
故
防
止
に
万
全
の
対
策

　

山
菜
採
り
に
伴
う
遭
難
事
故
等
の
防

止
対
策
と
し
て
、
関
係
機
関
で
構
成
す

る
鹿
角
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

を
設
立
し
、
熊
出
没
ポ
イ
ン
ト
へ
の
監

視
カ
メ
ラ
設
置
な
ど
、
熊
の
侵
入
経
路

の
特
定
や
行
動
の
把
握
に
努
め
る
ほ
か
、

４
月
１
日
か
ら
十
和
田
高
原
地
区
の
市

道
２
カ
所
の
通
行
を
規
制
し
、
入
山
自

粛
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
警
察
、
消
防
、
地
元
猟
友
会

な
ど
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
、
熊

と
の
遭
遇
を
意
識
し
た
遭
難
捜
索
訓
練

を
実
施
す
る
な
ど
、
対
応
に
は
万
全
を

期
し
て
お
り
、
青
森
、
岩
手
両
県
の
隣

接
自
治
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
広
く

注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

■
か
づ
の
高
校
生
広
報
室
の
発
足

　
「
か
づ
の
高
校
生
広
報
室
」
を
発
足

さ
せ
る
た
め
、
広
報
室
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
の
目
に
映
る
ふ
る
さ
と
の
魅

力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
広
報
で
発
信
す
る
こ
と

で
、
同
世
代
へ
の
情
報
の
波
及
を
期
待

し
て
お
り
、
将
来
も
住
み
続
け
た
い
と

思
う
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
、
市
職
員
が
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

■
移
住
相
談
体
制
の
強
化

　

４
月
か
ら
新
た
な
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
１
人
を
迎
え
、
現
在
５
人
体
制
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
７
月
に
は
さ
ら

に
１
人
を
増
員
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

き
め
細
か
い
移
住
相
談
や
移
住
体
験
機

会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

■
空
き
家
の
適
正
管
理

　

良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
と
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

公
益
社
団
法
人
鹿
角
地
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
「
空
き
家
等
の
適
正
管

理
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」
を
４
月
24

日
に
締
結
し
ま
し
た
。

■
集
落
支
援
員
が
地
域
活
性
化
を
支
援

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と
活
性

化
を
図
る
た
め
、
今
年
度
、
新
た
に
集

落
支
援
員
を
配
置
し
、
集
落
支
援
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
４
自
治
会
を
対
象
に
、
課
題

や
地
域
資
源
を
把
握
す
る「
状
況
調
査
」

を
進
め
て
い
ま
す
。

■
出
生
数
が
５
年
ぶ
り
の
増
加

　

第
１
子
の
出
生
に
対
し
支
給
す
る

フ
ァ
ー
ス
ト
ベ
ビ
ー
祝
い
金
を
、
昨
年

度
は
60
人
に
支
給
し
ま
し
た
。

　

出
生
数
の
状
況
は
、
第
１
子
が
69
人
、

第
２
子
以
降
が
99
人
の
合
計
１
６
８
人

で
、
前
年
の
１
６
６
人
を
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
減
少
傾
向
が
続
く
中

で
、
５
年
ぶ
り
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努

め
な
が
ら
、
少
子
化
傾
向
の
解
消
を
目

指
し
ま
す
。

■
産
婦
人
科
医
療
の
維
持
に
向
け
て

　

か
づ
の
厚
生
病
院
の
産
婦
人
科
お
よ

び
分
娩
取
扱
機
能
の
維
持
の
た
め
、
小

坂
町
お
よ
び
秋
田
県
厚
生
連
と
共
に
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
鹿

角
の
産
婦
人
科
を
守
る
会
」
が
実
施
し

た
署
名
活
動
で
は
、
約
９
千
人
の
署
名

が
集
ま
る
な
ど
、
市
民
の
関
心
や
危
機

感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
と
思
い
を
一
つ
に
し
て
、

鹿
角
の
産
婦
人
科
医
療
が
維
持
さ
れ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

・
山
菜
採
り
の
季
節 

事
故
防
止
に
万
全
の
態
勢
を

・ 
空
き
家
の
適
正
管
理
の
た
め
、
協
定
を
締
結

・
少
子
化
の
解
消
へ 

出
生
数
が
５
年
ぶ
り
の
増
加

平成29 年第3 回鹿角市議会定例
会が5 月12日から21日間の会期
で開かれ、議案や補正予算案な
どが審議されました。初日に行わ
れた市長の行政報告の概要は次
のとおりです。

平成２9年第 3 回定例会

行 政 報 告
■
テ
レ
フ
ォ
ン
病
院
24
が
ス
タ
ー
ト

　

健
康
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
に
つ

い
て
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
24
時
間
体
制
で
対
応
す
る
電

話
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
５
月
１
日
か
ら
開

始
し
て
い
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
が
抑

制
さ
れ
、
真
に
医
療
が
必
要
な
方
が
早

期
受
診
で
き
る
環
境
へ
と
改
善
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
来
年
度
以
降
の
米
の
生
産
調
整

　

国
に
よ
る
米
の
生
産
調
整
は
今
年
度

が
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
鹿
角
地
域
農

業
再
生
協
議
会
で
は
、
来
年
度
以
降
も

需
要
に
見
合
っ
た
生
産
を
調
整
す
る
た

め
、
農
家
に
対
し
て
「
生
産
の
目
安
」

と
な
る
生
産
目
標
数
量
を
配
分
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
本
市
独
自
の
目
安

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
な
が
ら
、
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

■
花
輪
大
堰
改
修
事
業
が
始
ま
る

　

花
輪
大
堰
改
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
５
カ
年
の
県
営
事
業
と
し

て
取
り
組
み
、
今
年
度
は
、
測
量
を
含

む
実
施
設
計
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
観
光
路
線
バ
ス
が
好
評

　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
前
予

約
型
の
観
光
路
線
バ
ス「
八
郎
太
郎
号
」

の
運
行
を
５
月
３
日
か
ら
開
始
し
、
連

休
中
は
全
て
予
約
が
入
る
な
ど
、
運
行

便
数
の
拡
充
等
の
効
果
も
あ
り
、
好
評

で
し
た
。

　

引
き
続
き
各
観
光
関
係
者
と
連
携
し

て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
誘
客
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

■
湯
の
駅
お
お
ゆ
は
本
体
工
事
に
着
手

　

大
湯
温
泉
地
区
観
光
拠
点
施
設
は
、

名
称
を
「
湯
の
駅
お
お
ゆ
」
と
し
、
い

よ
い
よ
本
体
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

来
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
遅
滞

な
く
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
管
内
の
雇
用
情
勢

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
角
管
内
の
３
月
末

の
有
効
求
人
倍
率
は
１
・
28
倍
と
依
然

と
し
て
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
立
地
助
成
金
に
よ
る
積
極
的
な

支
援
効
果
が
現
れ
て
い
る
一
方
で
、
労

働
力
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
た
め
、
Ａ

タ
ー
ン
登
録
者
の
回
帰
や
、
高
校
生
の

地
元
就
職
定
着
に
向
け
、
市
内
企
業
の

魅
力
や
特
徴
を
収
録
し
た
Ｐ
Ｒ
動
画
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
、
新
規
学
卒
者
の

就
職
内
定
率
１
０
０
％
の
早
期
達
成
を

目
指
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
角
と
連
携

し
て
、
管
内
事
業
所
へ
の
求
人
票
の
早

期
提
出
な
ど
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

■
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

　

２
年
目
の
平
成
28
年
度
の
利
用
実
績

も
32
万
１
千
人
を
超
え
る
な
ど
、
１
年

目
に
続
き
、
当
初
の
目
標
20
万
人
を
大

き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
年
目
と
な
る
今
年
度
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
な
が
ら
、
中

心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

問 

総
務
課 

行
政
班 

☎
30
―
０
２
０
３

1 花輪スキー場で行われた遭難捜索訓練
では、関係団体が連携方法を確認しました。

2 移住コンシェルジュが LINE（ライン）を活
用した新たな取り組みを記者発表しました。

3 シルバー人材センターとの協定締結によ
り、空き家の適正管理の促進が期待されます。

4 コモッセ 2 周年記念イベントではさまざまな
催しが行われ、多くの来場者で賑わいました。
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